
広報つやまは、環境保護の
ため再生紙と大豆油インキ
を使用しています。読み終
えた後はリサイクルにご協
力ください
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津
山
で
鳥
瞰
図
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
鍬
形
蕙
斎
の

「
江
戸
一
目
図
」
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ

る
い
は
、
蕙
斎
が
江
戸
時
代
の
津
山
を
描
い
た
「
津
山
景

観
図
」
が
思
い
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も

貴
重
な
資
料
で
す
が
、
特
に
「
津
山
景
観
図
」
は
、
江
戸

時
代
の
津
山
城
や
城
下
町
の
姿
を
写
実
的
に
描
い
た
作
品

と
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
は
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
作
品
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
初
期
に
吉
田
初
三
郎
が
描
い

た
「
津
山
市
鳥
瞰
図
」
で
す
。
こ
の
中
で
、
昭
和
10
年
ご

ろ
の
津
山
市
と
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
て
威
容
を
誇
る
津
山

城
跡
が
、
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

吉
田
初
三
郎
は
京
都
に
生
ま
れ
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
全
国
各
地
の
鳥
瞰
図
を
作
製
し
た
画
家
で
、
江
戸
時

代
に
各
地
の
名
所
絵
を
描
い
た
歌
川
広
重
に
な
ぞ
ら
え
て

「
大
正
の
広
重
」と
称
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、

初
三
郎
の
描
い
た
多
数
の
鳥
瞰
図
は
、
単
な
る
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
域
を
超
え
た
作
品
群
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
津
山
市
鳥
瞰
図
」
は
、
姫
津
線
全
通
記
念
産
業
振
興

大
博
覧
会
協
賛
会
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
昭
和
11
年
２
月

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
産
業
大
博
覧
会
の
計
画
は
、

昭
和
９
年
に
発
議
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
年
、
岡
山
県

全
域
は
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
未
曾
有
の
大
洪
水
に
見
舞
わ

れ
、
博
覧
会
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
昭
和
10
年
に
は
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
か
う
中
、
翌
年

の
開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
博
覧
会
の
宣
伝

用
と
し
て
４
０
０
円
の
予
算
を
計
上
し
て
制
作
さ
れ
た
の

が
「
津
山
市
鳥
瞰
図
」
で
し
た
。
表
面
に
は
カ
ラ
ー
の
鳥

瞰
図
と
津
山
市
略
図
・
津
山
民
謡
が
印
刷
さ
れ
、
裏
面
に

は
津
山
市
の
概
況
や
名
勝
旧
跡
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

原
画
は
横
長
で
、
広
大
な
画
面
中
央
付
近
に
は
、
桜
の

咲
き
誇
る
津
山
城
跡
と
津
山
市
街
地
が
描
か
れ
、
開
通
し

た
ば
か
り
の
線
路
に
は
、
煙
を
吐
い
て
走
る
汽
車
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
西
は
勝
山
、
東
は
湯
郷
、
南
は
岡
山
ま
で

が
描
き
込
ま
れ
た
大
作
で
す
。

  

博
覧
会
の
後
、
原
画
は
津
山
市
が
保
管
し
、
長
く
津
山

市
役
所
応
接
室
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
昭
和
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
津
山
郷
土
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（1月1日現在）

149   222
84 　 89

110,469
52,702
57,767
43,647

人（前月比△78）
人（同△49）
人（同△29）　　
世帯（同△45）

～ 吉田初三郎の描いた津山の鳥瞰図  ～

☆広報つやまはホームペ
　ージで閲覧できます。

　

雪
の
降
り
積
も
っ
た
朝
が
子
ど
も
の
頃
か

ら
大
好
き
。
外
が
シ
ン
と
し
て
て
、
音
の
伝

わ
り
方
が
い
つ
も
と
違
う
…
『
今
日
は
雪
だ
』

と
感
じ
な
が
ら
目
が
覚
め
て
い
ま
し
た
。
最

近
は
雪
が
少
し
し
か
降
ら
な
い

の
で
、
あ
の
雪
の
朝
の
感
覚
を

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。（
和
）

　今年初めての取材は勝北新春ミ
ニマラソン。雪の中でした。そん
な中でも多くの関係者が参加者の
ために、準備に、運営にと一生懸
命でした。私も寒いなど
と泣き言を言ってはいら
れませんね。思いを新た
にした一日でした。(＆）

　スケートの撮影計画を立てて臨
んだのですが、人数やスピードが
刻々と変化する銀盤の上。撮影開
始時は不安そうに自分の足元を見
つめていた子どもたちが、
いつしかスイスイと…撮
影はスベらないように、
粘りました。 (２)

▲津山市鳥瞰図の原画（一部分）
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